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１． 会長（代表理事）ご挨拶 

  

日本経済は、直近では新型コロナウイルス感染拡大、また地域によっては地震や台

風などの自然災害による影響を受けているものの、リーマンショック以降は大勢とし

ては安定した経済成長が続いてきました。しかし、「実感が乏しい」好景気と言われ

る通り、日本人・日本企業からかつてのような元気も自信も感じられない状態が続い

ています。なぜでしょうか？ 

 

その最大の要因は、経済を支える企業が「米国型資本主義」に強く影響を受けて経

営されているからであると、私は考えています。日本中の会社が違和感を覚えながら

も「何よりも優先すべきは目標数字を達成することだ」「より短期間でより多くの利

益を株主に還元することが企業価値である」という偏った価値観を持ち、「自分さえ

良ければ」「今さえ良ければ」という考え方で経営判断を下しているのです。その結

果として、黒字リストラ、粉飾決算、商品データの改ざん、談合、ブラック企業等、

さまざまなかたちで社会を騒がせる存在となっています。企業は本来の存在意義を忘

れてしまったのです。 

また、アメリカを猛追する中国では「国家資本主義」が力を付けてきました。しか

し、これもやはり「儲けるためならなりふり構わず」というスタンスが強まってお

り、これから大きな経済成長が期待される近隣諸国への影響を考慮すると、非常に強

い危機感を抱いています。 

 

では、企業の本来の存在意義とはどのようなものでしょうか。企業とは本来、社会

の困りごとを解決するために存在しています。お客様から選んでいただけるよう、企

業はより良い商品・サービスを提供するために努力し、その結果として収益を得るこ

とができるのです。その中から社員へは給与というかたちで、株主へは配当というか

たちで利益の一部を分配します。あわせて、企業の事業活動は取引先や仕入れ先の収

益にも寄与するものであり、また社員の雇用や納税を通じて地域社会や国の維持・発

展にも貢献しているのです。 

このように、企業は経済を支える「社会の公器」と言える存在です。すなわち、企

業は「社員」のものであり、「顧客」のものであり、そして「株主」のものであり、

「取引先」のものであり、「地域」のものなのです。日本では古来、こうした考えを

根底に持ち商売が行われていました。 

「三方よし」「和を以って貴しとなす」「吾唯足知」、古くから日本に根付くこのよ

うな企業の在り方にもう一度、しっかりと目を向けていくことが、今の時代だからこ

そ必要であると確信しています。 
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これから世界経済の中心となるべきは、米国型の株主資本主義でも中国型の国家資

本主義でもありません。社会全体の利益を考える資本主義、日本型の「公益資本主

義」です。 

私はこうした考えを日本中に、そして世界中に拡げ、変えていくため「公益資本主

義推進協議会（以下「PICC」と呼ぶ）」という組織を作りました。 

PICC では、「限界が見えてきた現資本主義に成り変わる、新しい日本発の資本主

義＝公益資本主義を世界に発信し、地球益に貢献する」をビジョンに掲げ、諸外国か

ら真に尊敬される日本づくりの実現に向けて様々な活動に取り組んでいます。一つ一

つの活動は大きな影響力はありません。しかし、この PICC を、公益資本主義につい

て学ぶ場、実践する場、そして発信する場として全国に広めていくことによって、必

ずどこかで世の中を変えるためのきっかけを作ることができると信じています。 

 

この趣旨に賛同していただける皆様、ぜひ本協議会にご参加いただき、一緒に新し

い資本主義の在り方を考えていきましょう。そしてこの「公益資本主義」を、広く世

界に発信していきましょう。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

以上 

 
 

 

 

 

会長（代表理事） 大久保秀夫 
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２． 公益資本主義について 

 

PICC の最高顧問である原丈人氏は著書『「公益」資本主義 英米型資本主義の終

焉』（文春新書）の中で、公益資本主義について「企業の事業を通じて、その企業に

関係する経営者、従業員、仕入先、顧客、株主、地域社会、環境、そして地球全体に

貢献する」ような企業や資本主義の在り方と定義しています。 

 

 

「公益」と言うと利益を追求するのが悪いことのように思われるかもしれません

が、そうではありません。その逆です。企業を支えるすべての関係者に貢献するため

には、大いに稼ぎ、持続的に発展していく必要があります。 

 

 

公益資本主義の「三本の矢」 

持続的経済成長を促すため、公益資本主義の「三本の矢」として、次の 3 つを重

視します。 

① 中長期投資 ― 持続的成長を支えるために、中長期的な投資を行う。経営陣

は、短期の利益を求めつつも、中長期的な課題にバランスよく取り組む。 

② 社中分配 ― 会社があげた利益を、株主だけではなく、会社を支える社中各員

に公平に分配する。こうすることで社会の格差を是正し、貧困層を減らし、層の

厚い中間層をつくる。 

③ 企業家精神による改良改善 － 本業で利益を上げながらも、リスクを取って新

しい事業に挑戦し、常に改良改善に努める。 
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３． ＰＩＣＣについて 

 

一般社団法人公益資本主義推進協議会＝PICC（Public Interest Capitalism 

Council)とは、公益資本主義を全国に広め、世の中を変えるためのきっかけをつくる

活動を推進する協議会です。 

公益資本主義の考えに沿った正しい企業の在り方＝「王道経営」を学び、それを実

際の事業活動の中で実践することで社業を伸ばし、その有用性について実証していく

こと。そして、公益資本主義に賛同する企業経営者を数多く育成・輩出していくこと

をミッションとしています。 

 

 

ＰＩＣＣのビジョン 

 

限界が見えてきた現資本主義に成り変わる、 

新しい日本発の資本主義＝公益資本主義を 

世界に発信し、地球益に貢献する。 

 

 

そのため、PICC 会員企業がいま為すべきことは、 

社会性をベースとした会社・事業を創出し、 

独自性のあるビジネスモデルに昇華させる。 

同時に、経済性も成り立つよう改良改善に挑戦する。 

  

その結果生まれた利益は、社員とその家族、取引先、顧客、地域社会、 

株主、つまり社中全体に公平に分配していくことで共存共栄を 

果たし、永年続く企業となることを目指す。 
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ＰＩＣＣ 団体概要 

名称： 一般社団法人公益資本主義推進協議会  

設立： 平成 26 年 1 月 27 日  

所在地： 東京都渋谷区神宮前 5 丁目 52 番 2 号  

目的等： 諸外国から真に尊敬される日本づくりの実現に向けての活動 

会員数： 277 名（2020 年 12 月末、正会員 204 社、U25 会員 73 名） 

支部等： 宮城支部／東京支部／愛知支部／大阪支部／福岡支部／福島支部設

立準備委員会／栃木支部設立準備委員会／広島支部設立準備委員会 

役員： 最高顧問   原 丈人 

相談役   大島 賢三 

相談役   川原 正孝 

相談役   林 英臣 

会長（代表理事） 大久保 秀夫 

副会長（理事）  田中 勇一 

理事    阿比留 正弘 

理事    前川 洋一郎 

理事   舘 逸志 

理事   北見 俊則 

監事    佐藤 栄作 
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４． 事業の概況について 

 

設立から体制づくり 

 PICC は、公益資本主義を実践し、浸透させることで諸外国から真に尊敬される日

本づくりを目指して活動しています。2014 年の設立当初は、会長である大久保秀

夫を中心に日本全国を回り、次世代を担う若手経営者に向けて、現在の資本主義の問

題点、企業の本来の在り方、人としての在り方、PICC の目指すこと等について啓発

活動を中心に取り組んでまいりました。この結果、全国で PICC のビジョンに賛同す

る企業に入会していただき、組織の基盤をつくることができました。 

2016 年には、会員数が一定数を超えた地域に支部を設立し、各地域で具体的活

動を展開できる組織作りを行いました。現在は、宮城・東京・愛知・大阪・福岡に支

部が設置されています。また、福島・栃木・広島には支部設立準備委員会が立ち上げ

られ、次の支部化に向けて組織づくりや新規会員獲得に取り組んでいます。 

 

 

✓ 宮城支部 

✓ 東京支部 

✓ 愛知支部 

✓ 大阪支部 

✓ 福岡支部 

✓ 福島支部設立準備委員会 

✓ 栃木支部設立準備委員会 

✓ 広島支部設立準備委員会 

 

 

各支部には「100 年企業研究委員会」「教育支援委員会」「途上国支援委員会」「地

域活性化委員会」「会員交流委員会」の 5 つの委員会が立ち上げられ、公益資本主義

を学び、それを実践するための具体的活動に取り組んでいます。しかし、支部ごとに

人員数や活動テーマが異なるため、その進捗にはばらつきがある状況です。 

 

 

２０２０年のテーマと活動 

2020 年度は『「王道経営」を会員各社が実践する。実体験した成長や気付きを共

有し、一人でも多くの人に伝えることで、PICC の仲間や賛同者を増やし、地域に幸

せの輪を広げる』をテーマに掲げ、①「公益資本主義」実践に向けた学び、②「公益

資本主義」実践目標を明確にし、確実に実行する、③成功事例を集め、効果的な伝え

方を練り上げる、に取り組むことを決めました。 
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しかし、年初から広がる新型コロナウイルスの影響で PICC 全体においても、支部

においても、計画したことが進捗していないケースが多々生じ、特に人と人が直接会

って行う実践活動は従来通りに実施できない状況となりました。そのため、緊急事態

宣言以降は、オンライン対応を中心に各支部でできる活動を模索しながら、新しいか

たちでの実践に取り組んでいます。また、本部を中心に緊急事態宣言にあわせた会費

の減免、Zoom を使った会長 LIVE、支部責任者を対象とした会長塾など、新たな取

り組みに挑戦した 1 年となりました。 

こうした活動の結果、正会員については昨年を上回る 27 社が新規入会していま

す。ただし、社業多忙等による退会が 13 社、会費未納による失効・休会が 20 社あ

るため、有効な正会員数は年初の 210 社から 204 社（失効や休会を含めると 250

社）へ微減しています。本部では提供できる会員サービスの充実を図ること、また各

支部では入会前・入会後のフォローアップを強化することで、失効等を含めても純増

できる体制づくりに取り組んでまいります。   

一方、18 歳以上・25 歳未満の若者向けの新しい会員制度「U25」は「マイコミ

ュニティフォーラム」や各支部のイベントで知り合った大学生を中心に、39 名増

え、トータルで 73 名となりました。2021 年度は、U25 向けの学びと交流の場づ

くりにも取り組んでいく計画です。 

 

 

２０２０年度の業績概況 

このような活動を行った結果、今年度の業績は次の通りとなりました。 

経常収益は前期に比べ 610 万円減少し 1,969 万円。主な収益は、支部所属会員

を対象としている月会費（1 万円／月）とその他の地域の会員を対象としている年会

費（3 万円／年）です。新型コロナウイルス感染拡大により従来通りの会員活動を行

うことが難しい状況を踏まえ、3 カ月間の会費減免を実施した結果、大幅な減収とな

りました。このため、当会においても持続化給付金の支給対象となり、200 万円の

給付を受けています。  

収益が減った一方、費用の支出も大幅に減少したため 615 万円の利益となりまし

た（前期は 253 万円の損失）。会費の一部は、各支部会員が自主的かつ組織的に、

本会主旨の活動を展開していくための支部活動費として活用されています。また本部

においても、会員や支部会計を管理するためのシステム整備・運用、会議の開催、広

報活動等の財源としています。2020 年度も様々な予算が計上されていましたが、

多くの会議やイベントが中止もしくはリモート開催となったため会議費、旅費交通費

を中心に、支出が大幅に削減されたことが影響しています。 
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５． ２０２０年度 決算報告 

 

単位：円（税込）

科目 残高

諸口 0

小口現金(本部) 0
小口(東京支部) 0
小口(宮城支部) 743,276
小口(大阪支部) 5,155
小口(福岡支部) 118,537
小口（福島） 51,928
普通（福島） 293,816
ﾏｲｺ小口(愛知) 165,566
普通預金(本部) 6,768,493
普通(東京支部) 3,501,360
普通(愛知支部) 2,226
普通(宮城支部) 771,757
普通(大阪支部) 746,624
普通(福岡支部) 2,141,742
マイコ（愛知） 536,769
現金預金合計 15,847,249

未収会費 1,122,567
未収金 309,633
前払金 27,500
貯蔵品 18,000
短期貸付金 1,088,000
前払費用 190,145
仮払金 500
流動資産合計 18,603,594
基本財産合計 0
特定資産合計 0
その他固定資産合計 0
固定資産合計 0
資産合計 18,603,594

未払金 1,543,445

預り金 18,378
仮受金 0
仮受け会費等 0
流動負債合計 1,561,823
固定負債合計 0
負債合計 1,561,823
指定正味財産合計 0
一般正味財産 17,041,771
正味財産合計 17,041,771
負債及び正味財産合計 18,603,594

貸借対照表
2020年12月31日現在
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単位：円（税込）

科目 本部 支部 残高

Ⅰ  一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
(1) 経常収益

受取入会金 417,000 0 417,000
正会員入会金 300,000 0 300,000
U25入会金 117,000 0 117,000

受取会費 14,730,000 0 14,730,000
正会員年会費 1,920,000 0 1,920,000
正会員月会費 12,810,000 0 12,810,000

内振支部活動費 -4,935,010 4,935,010 0
内振支部活動 -4,935,010 4,935,010 0

事業収益 0 663,000 663,000
講演会等収益 0 663,000 663,000

雑収益 2,014,821 2,144,970 4,159,791
受取利息 31 57 88
雑収益 2,014,790 2,144,913 4,159,703

経常収益計 12,226,811 7,742,980 19,969,791
(2) 経常費用

事業費 2,041,051 5,318,022 7,359,073
諸謝金 30,000 1,584,106 1,614,106
旅費交通費 234,020 333,945 567,965
消耗品費 136,521 66,978 203,499
通信運搬具 182,673 2,538 185,211
システム管理費 636,361 0 636,361
渉外費 0 11,426 11,426
会議費 75,189 70,424 145,613
広報費 140,500 1,052,973 1,193,473
会場費 195,030 636,745 831,775
支払手数料 353,804 40,347 394,151
業務委託費 0 640,000 640,000
研修費 0 80,880 80,880
雑費 56,953 797,660 854,613

管理費 6,455,873 0 6,455,873
支払報酬 38,100 0 38,100
旅費交通費 44,600 0 44,600
什器備品費 116,943 0 116,943
消耗品費 13,799 0 13,799
通信運搬具 1,760 0 1,760
システム管理費 791,917 0 791,917
会議費 41,226 0 41,226
広報費 3,945,558 0 3,945,558
会場費 1,056,000 0 1,056,000
支払手数料 9,570 0 9,570
租税公課 400 0 400
顧問料 396,000 0 396,000

経常費用計 8,496,924 5,318,022 13,814,946
評価損益等調整前当期経常増減額 3,729,887 2,424,958 6,154,845
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 3,729,887 2,424,958 6,154,845

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
税引前当期一般正味財産増減額 3,729,887 2,424,958 6,154,845
法人住民事業税 70,000 0 70,000
当期一般正味財産増減額 3,659,887 2,424,958 6,084,845
一般正味財産期首残高 4,571,072 6,385,854 10,956,926
一般正味財産期末残高 8,230,959 8,810,812 17,041,771

Ⅱ  指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ  正味財産期末残高 8,230,959 8,810,812 17,041,771

正味財産増減計算書
2020年1月1日から2020年12月31日まで
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財務諸表に関する注記 

 

１． 重要な会計方針 

公益法人会計を適用しております。 

 

（１） 棚卸資産の評価基準および評価方法 

棚卸資産はございません。 

（２） 固定資産の減価償却の方法 

固定資産はございません。 

（３） 引当金の計上基準 

引当金はございません。 

（４） 消費税等の会計処理 

税込方式によっております。 

 

２． 特定資産の増減額およびその残額、財源等の内訳 

特定資産はございません。 

 

３． 固定資産の取得価額、減価償却累計額および当期末残高 

固定資産はございません。 

 

４． 実施事業等会計にかかわる資産 

実施事業等会計にかかわる資産はございません。 

 

５． 重要な後発事象 

ございません。 

 

 

 

 

付属明細書 

 

１． 特定資産の明細 

財務諸表の注記に関する記載の通りです。 

 

２． 引当金の明細 

財務諸表の注記に関する記載の通りです。 
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６． ＰＩＣＣの委員会活動 会員による「公益資本主義」の実践 

 

PICC 各支部では、「100 年企業研究委員会」「教育支援委員会」「途上国支援委員

会」「地域活性化委員会」「会員交流委員会」の 5 つの委員会が立ち上げられ、さま

ざまな活動に取り組んでいます。 

 

 

数字で見る PICCの実践活動 

PICC では全国の支部・会員企業が、さまざまな活動に取り組んでいます。一つひ

とつの活動は小さいかもしれませんが、積み重ねることで何か世の中を変えるための

一助につながっていくと信じております。2020 年度、全国支部や PICC 全体で取り

組んだ活動を集計し、数字でご紹介いたします。 

 

  
100 年企業研究 

 ・企業訪問 8 社 

 ・勉強会  2 回 

MYCO フォーラム 

 ・1 都市 1 回 

 ・参加人数 235 名 

地域活性 

 ・視察  2 回 

 ・イベント 2 回 

会議・講演 

 ・支部長会議 10 回 

 ・会長 LIVE  12 回 

出前授業 

 ・27 校 3,342 名 

 ・勉強会等  9 回 

途上国支援 

 ・クラウド 

ファンディング １回 

支部活動 

 ・定例会 8 都市 75 回 

 ・委員会 8 都市 157 回 

 ・勉強会 8 都市 131 回 

メディア掲載 

 ・24 媒体 73 回  
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100年企業研究委員会 

世界で最も多くの 100 年企業が存在する日本。これらの企業から経営の本質を学

び、自らの経営に取り込むとともに、日本の経営の在り方を広く推奨していく委員会

です。100 年企業の視察や、経営者をお招きした勉強会などを行っています。 

  

 ・書物や講義を活用した研究 

 ・実際の 100 年企業への訪問 

 ・会員企業の 100 年ビジョンづくり 

 

 

 

 

 

主な活動実績 

  実施日  地域        概要 

2020/3/16 東京 100 年企業訪問 国際自動車（西川洋志 社長） 

2020/3/31 東京 100 年企業訪問 野田岩（金本兼次郎 当主） 

2020/6/16 東京 100 年企業訪問 千葉県南房総市・寿司と地魚料理大徳家（栗原和之 店主） 

2020/6/25 東京 100 年企業訪問 千葉県南房総市・魚拓荘鈴木（鈴木健史 代表取締役） 

2020/11/16 愛知 100 年企業訪問 大甚本店（山田泰弘 代表取締役） 

2021/11/26 東京 100 年企業訪問 日光商事 

2021/11/26 東京 100 年企業訪問 第一酒造 

2021/11/26 東京 100 年企業訪問 オグラ金属 

 

 

地域活性化委員会 

日本創生の原点となる地域振興。さまざまな分

野から地域の活性化を研究・実践する委員会で

す。NPO 法人『元気な日本をつくる会』が展開

する官民連携事業等、地域活性に取り組む他団体

との連携も含め、公益資本主義の考えを活かした

地域活性化を推進しています。 

 

・地域課題や他地域における活性化 

事例の研究 

 ・地域活性に取り組む団体との連携 

 ・地域活性学会との連携 

 ・地域の学生／企業／自治体／学校等との連携 

 ・地域活性化のための企画／実行 
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主な活動実績 

  実施日  地域        概要 

2020/3/13 大阪 今昔荘視察 

2020/8/27 大阪 草津川跡地の地域活性事例を学ぶ視察ツアー 

2020/9/29 大阪 地域活性化委員会 SDGs de 地域創生カードゲームの体験 

2020/11/01 福島 ぼくらの音楽祭 

  

※ 上記の他、支部によってマイコミュニティフォーラムや地域イベントの企画・運営について取り組んでいます。 

 

 

教育支援委員会 

子供は未来の財産です。学力の低下に加え、

夢や希望が持てない日本の子ども達に経営者か

らの視点で教育を推進する委員会です。教育と

子育ては地域ぐるみで行うことと考え、「出前

授業」などの活動を積極的に展開しています。

「働くとはどういうことか？」「社会における

企業の役割」「志や目標を持つことの大切さ」

等をテーマに、企業経営者が自身の経験や想いを直接伝えることで、これから社会に

出てゆく子供たちに働くことの意味や将来の夢を考えるきっかけを作ることが狙いで

す。2020 年は 27 校、3,342 名の学生に向け、出前授業を行っています。 

 

 ・出前授業の実施 

 ・職場体験の受け入れ 

 ・マイコミュニティフォーラムで知り合った学生への教育 

・新たな教育支援手法（オンライン出前授業、将来型授業、夢ケーキ、ぼく

らの学校 等）の研究  

 

主な活動実績 

  実施日  地域        概要 

2020/1/14 大阪 教育支援委員会 学生団体向け理念研修 

2020/1/15 福岡 出前授業 福岡市⽴席⽥中学校 

2020/1/16 福岡 出前授業 佐賀市立鍋島中学校 

2020/1/17 宮城 出前授業 石巻市立蛇田中学校 

2020/1/20 福岡 出前授業 唐津市立唐津第一中学校 

2020/1/23 栃木 出前授業 足利市立西中学校 

2020/1/30 福岡 出前授業 佐賀市立城東中学校 

2020/2/4 福岡 仕事研究のワークショップ 福岡市⽴席⽥中学校 
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2020/2/5 福岡 出前授業 佐賀市立川副中学校 

2020/2/6 愛知 クエストアドベンチャー 愛知県立高浜高等学校 

2020/2/7 広島 出前授業 岩国市立錦中学校 

2020/2/10 宮城 出前授業 名取市立みどり台中学校 

2020/2/13 愛知 クエストアドベンチャー 愛知県立高浜高等学校 

2020/2/27 福岡 出前型集団面接指導 苅田町立新津中学校 

2020/5/5 東京 オンライン出前授業 「学校に行く意味を考える ～なぜ、学校に行くの？～」 

2020/5/24 東京 オンライン出前授業 「仕事について考える」 

2020/5/30 福岡 出前授業 福岡大学産業ケーススタディ 

2020/6/7 東京 オンライン出前授業 「仕事について考える」 

2020/6/21 東京 オンライン出前授業 「人形劇」他 

2020/6/28 東京 オンライン「出前授業」 

2020/7/19 東京 オンライン出前授業「いのちの授業」（とかち子育て支援センター 長岡行子氏） 

2020/8/11 東京 オンライン出前授業用動画撮影 神奈川工科大学「SDGs とはなにか？」 

2020/8/30 東京 オンライン出前授業 「小学生向け英語入門 ～英語は音が大事～」 

（イングリッシュ・ドクター 西澤ロイ 氏） 

2020/9/7 大阪 出前授業 小津中学校「自分と友達の価値観を知ろう 価値観ゲーム」 

2020/9/27 東京 オンライン出前授業 「おやこの未来を創造しよう 夢のみつけ方」 

（おかあさんのがっこう 道見里美 校長） 

2020/10/12 大阪 出前授業 泉大津市立小津中学校 

2020/10/15 福岡 オンライン職業体験 佐賀市立昭栄中学校 

2020/10/25 東京 オンライン出前授業 「親子のラブレター」（ineito 道見里美 氏） 

2020/10/30 東京 出前授業 幸田北部中学校 

2020/11/9 東京 出前授業 神奈川工科大学（動画提供） 

2020/11/16 大阪 出前授業 府泉⼤津市⼩津中学校 

2020/11/17 愛知 出前授業 愛知江南学園 誠信高校 2 年生 

2020/11/20 福岡 出前授業 佐賀市立川副中学校（オンライン中継含む） 

2020/11/29 東京 オンライン出前授業 「私が障害者になった理由」（勝田真澄） 

2020/12/1 福岡 オンラインでの職業体験準備 福岡市⽴席⽥中学校 

2020/12/2 東京 出前授業 クラーク記念国際高等学校 

2020/12/14 大阪 出前授業 大阪府泉大津市小津中学校 
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途上国支援委員会 

国の基本は教育です。経済や文化の領域で将来のパートナーとなる途上国に対し

て、教育や自立支援をサポートしています。教師団の派遣や幼小中高一貫校設立など

に取り組む CIESF と連携し、途上国支援の在り方を学び、実践します。 

 

 ・途上国支援 

 ・途上国進出の検討／実施 

 ・留学生受け入れ 

 ・他の途上国支援団体の研究／協力 

 ・CRM 手法の研究／実践 

 

 

主な活動実績 

2020/4/21 東京 CIESF 活動紹介/CRM 

2020/6/20 東京 クラウドファンディングへの協力「カンボジア・アフリカで石鹸を製造・配布」 

 

 

会員交流委員会 

会員活動の基盤となる公益資本主義。その考え方を学び、経営者本来のあり方を身

につける「在り方」勉強会の普及を図る委員会です。また、各支部定例会を通じて会

員相互の交流（親睦・ビジネス）を促すとともに、全国各地の支部との交流会も開催

しています。 

 

 ・公益資本主義の学び 

・「在り方」「やり方」勉強会 

 ・魅力ある定例会の企画／運営 

 ・新規会員の勧誘／教育 

 ・会員企業の魅力発掘／発信 

 ・会員交流 

 

主な活動実績 

  実施日  地域        概要 

2020/1/9 愛知 新規入会希望者向け説明会・フォロー 

2020/1/15 愛知 新規入会希望者向け説明会・フォロー 

2020/1/18 大阪 U-25 会員コミュニティ「U25RN」勉強会 

2020/1/24 愛知 新規入会希望者向けフォロー（大阪支部訪問） 

2020/1/27 愛知 新規入会希望者向け説明会・フォロー 

2020/1/30 本部 MYCO 全国会議 

2020/2/7 福岡 台湾研修旅行 
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2020/2/15 大阪 U25RN 勉強会 日本の歴史（上杉鷹山） 

2020/2/17 愛知 PICC 活動説明会 

2020/2/18 東京 「経営者のための財務セミナー」（福岡支部 飯田剛也 支部長） 

2020/2/20 東京 MYCO 関連企画 鬼丸昌也氏講演会＆座談会（PLENTY と共催） 

2020/2/20 大阪 「公益資本主義的な起業と経営」（田中勇一 副会長） 

2020/2/26 福岡 「公益資本主義と公益経営〜その⼼得 7 カ条」（林英臣 相談役） 

2020/3/14 大阪 U25RN 勉強会 日本の歴史（二宮尊徳） 

2020/3/17 本部 PICC 総会、優秀事例発表会 

2020/4/2 東京 「今使える！ 今だから使える！ 助成金・補助金」Zoom セミナー 

（アイサイトテクノロジー 横張正巳 社長） 

2020/4/16 愛知 U25 活動委員会 キックオフミーティング 

2020/5/2 愛知 U-25 クラブ プロジェクト MTG 

2020/5/8 宮城 コロナ渦の今とるべき財務戦略 -PICC 財務勉強会- 

（From Impact 尾形哲也 社長） 

2020/5/9 愛知 U-25 広報チーム MTG 

2020/5/16 大阪 U25RN 勉強会 日本の歴史（内村鑑三） 

2020/5/20 大阪 学生団体支援ミーティング 

2020/5/22 福島 ぼくらの学校 

2020/5/23 大阪 U25RN 勉強会 ブレスト 

2020/6/6 大阪 U25RN 勉強会 日本の歴史勉強会シーズン２ 

2020/6/8 大阪 学生団体支援ミーティング 

2020/6/9 大阪 学生団体支援ミーティング 

2020/6/16 東京 「オンライン集客・入門編 〜Web 制作会社の実態〜」 

（FMC 安東裕二 代表） 

2020/6/20 大阪 U25RN 勉強会 日本の歴史勉強会シーズン２ 

2020/6/25 愛知 「現状分析と経営の構成要因」 

（ランチェスターマネジメント 河辺よしろう 代表） 

2020/6/27 福岡 「公益資本主義」公開フォーラム 

2020/7/4 大阪 U25RN 勉強会 日本の歴史（５つの論語 他） 

2020/7/8 大阪 在り方勉強会入門編 

2020/7/12 愛知 MYCO 東海学生 AWARD 学生実行委員 Kick off 会 

2020/7/17 福島 異業種交流会 

2020/7/18 大阪 U25RN 勉強会 日本の歴史（５つの論語 他） 

2020/7/20 大阪 「仲間を活かした公益資本主義経営」（宮城支部 鈴木支部長） 

2020/7/21 東京 「組織的な提案力を強化する世界基準の働き方」 

（日本プロポーザルマネジメント協会 式町久美子 代表理事） 

2020/7/24 福島 ぼくらの学校 

2020/7/28 愛知 「アフターコロナと公益資本主義の心得七カ条」（林英臣 相談役） 

2020/8/15 大阪 U25RN 勉強会 日本の歴史（５つの論語 他） 
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2020/8/18 東京 「英語をほとんど使わない英会話トレーニング」 

（イングリッシュ・ドクター 西澤ロイ 氏） 

2020/8/27 愛知 「ランチェスター経営戦略 勉強会②」 

（ランチェスターマネジメント 河辺よしろう 代表） 

2020/8/28 大阪 「公益資本主義の実践」（福岡支部 飯田支部長） 

2020/9/5 大阪 U25RN 勉強会 日本の歴史（５つの論語 他） 

2020/9/13 東京 東京支部会員交流ゴルフコンペ 

2020/9/15 東京 新入会員による事業紹介 

2020/9/24 大阪 「公益資本主義を学び変わった奇跡の軌跡」（大貫建築 大貫潤平 社長） 

2020/9/25 福島 ぼくらの学校 

2020/9/26 福岡 U25 育成研修会 

2020/9/28 福岡 「財務セミナー」（福岡支部 飯田剛也 支部長） 

2020/9/29 広島 山口定例会 「健康経営の在り方」（海風診療所 沼田医師） 

2020/10/13 東京 テラ・ルネッサンス 小川真吾 理事長 講演 

2020/10/15 栃木 大久保会長勉強会 

2020/10/16 東京 「そば助」八木社長を囲んで 

2020/10/16 大阪 U25RN 勉強会 「公益資本主義とは」入門編 

2020/10/20 宮城 『ゴール思考』（IDENTITY 野地数正 社長） 

2020/10/22 愛知 「ランチェスター経営戦略 勉強会③」 

（ランチェスターマネジメント 河辺よしろう 代表） 

2020/10/23 合同 福岡・広島 合同定例会「SDGs 講演会」（大阪支部 佐藤岳登 副支部長） 

2020/10/24 合同 福岡・広島 合同ゴルフコンペ 

2020/10/25 福島 ぼくらの学校 

2020/10/25 大阪 「SDGs を公益資本主義から考える」（大塚実業 大塚雅之 社長） 

2020/10/27 広島 徳山大学経営者講義 「日本の福祉ビジネスの原点、海外輸出する日本式介護 

ビジネスモデルを学ぶ」（湖山医療福祉グループ 門田取締役） 

2020/10/28 東京 U25 向けリーダーシップ研究会 鬼丸塾オリエンテーション 

2020/10/31 福岡 ビジネスモデルキャンパス講義 

2020/11/14 福岡 会員企業向け社員研修『社員としての「在り⽅」を考える』 

（福岡支部 飯田剛也 支部長） 

2020/11/16 大阪 メンター形式による勉強会 

2020/11/17 東京 演劇 SDGs『SDGs 入門 今日から出来るシリーズ 海の豊かさを守ろう編』 

2020/11/18 東京 U25 向けリーダーシップ研究会 鬼丸塾第 1 回 

2020/11/20 大阪 U25RN 勉強会  

2021/11/25 大阪 「PICC に出逢ってからの変化とこれから」（ひなぎく 小泉希久也 代表） 

2021/11/26 愛知 「支援の現場から学んだ、ひと、チーム、世界の変え方」 

（テラ・ルネッサンス 鬼丸昌也 創始者） 

2020/11/26 福岡 「財務セミナー」 

2020/11/27 福島 ぼくらの学校 
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2020/12/1 広島 徳山大学講義 「コラボで地域のモノづくりを活性化」 

（BEAMS 創造研究所 南馬越一義 氏） 

2020/12/7 大阪 U25RN 勉強会  

2020/12/8 大阪 会員企業のヴィジョン・ミッションのストーリー整理について 

2020/12/12 東京 MYCO 関連企画 芸術鑑賞会 

2020/12/12 福岡 U25 会員の将来育成のためのビジネスマナー講座 

2020/12/15 広島 徳山大学講義 「コロナ以降パンデミックとパラダイムシフト（革命的変貌） 

次は産業革命 4 へ」（元博報堂 田村国昭 氏） 

2020/12/16 東京 U25 向けリーダーシップ研究会 鬼丸塾第 2 回 

2020/12/16 東京 チャリティゴルフコンペ 

2020/12/18 愛知 MYCO 愛知 2020 アフターアワード 

 

※ 上記の他、本部では支部長会議を、各支部では定例会や「在り方」「やり方」勉強会・懇親会を毎月開催してい

ます。 
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７． その他の取り組みについてのご紹介 

 

第 5回 PICC優秀事例発表会 

2021 年 3 月 18 日、一般社団法人公益資本主義推進協議会は社員総会・優秀事

例発表会を開催しました。今年は緊急事態宣言下であるため、初となる完全オンライ

ン開催ですが、例年通り 100 名を越える方に参加いただきました。冒頭の社員総会

では、議案として上程していた 2020 年度決算は原案どおり承認可決されていま

す。 

  

議事後には、理事から各担当分野の活

動についてのアドバイスを、また会長で

ある大久保秀夫から「With コロナ 

After コロナの世界を経営者としてどう

生きるか」というタイトルで講演があ

り、コロナ禍でいろいろなピンチに見舞

われている状況の中、それをチャンスに

変えていくためのポイントや実例について学ぶことができました。 

 

  

 総会後の第二部では、5 回目となる優秀事例発表会を開催し、全国から選抜され

た 6 名の会員による活動事例のプレゼンテーションが行われました。 

  

【優秀事例を発表いただいた会員の皆様】 

１． 社中分配部門  

愛知支部 加藤 克弘さま（有限会社トリオ商事） 

２． 委員会活動部門（教育）  

福岡支部 権堂 千栄実さま（株式会社 Campanula） 

３． MYCO 部門 

愛知支部 中村 憲和さま（一般社団法人わくわくスイッチ） 

４． 委員会活動部門（会員交流）  

福岡支部 坪井 望さま（株式会社 Link Function Project） 

５． 委員会活動部門（地域）  

大阪支部 佐藤 岳登さま（株式会社 GLOBAL FLAT） 

６． 公益資本主義の実践部門  

東京支部 大塚 雅之さま（大塚実業株式会社） 
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 その中で最も優れたプレゼンテ

ーターとして、大塚実業株式会社の

大塚 雅之さん（東京支部 支部長）

に「2020 PICC MVP 賞」が贈呈

されました。大塚さんからは、自社

でチャレンジされている公益資本主

義の実践について、ご紹介いただい

ています。ろ過布の専門メーカーと

して固液分離を探求し、周辺機器を

学び、固液分離のコンサルタントになることを目指す大塚実業。訪問したカンボジア

の幼少中一貫校に水道が敷設されていないことを知ったご縁から始めた、自社の知識

やネットワークを使い、子どもたちにきれいな水を提供するための試行錯誤について

プレゼンテーションしてくださいました。社業を進化・発展させるための取り組みを

通じて社会貢献を行うことも、需要な公益資本主義の取り組みです。 

 

 

「2020 PICC MVP 賞」を受賞された大塚雅之さんより 

素晴らしい賞を頂き、ありがとうございます。PICC の皆さんに教えていただい

て、皆さんに導かれ、皆さんに負けないように取り組んできたことが、この活動の根

本にあります。ただ、私自身の力は本当にたいしたものではないと思っています。本

日発表いただいた他のプレゼンターの活動も、とても真似することのできない、素晴

らしい活動ばかりでした。そんな中、もし私が何か他と違うところがあるとするなら

ば、私はみんなに頼っているということです。何でも自分だけでやろうと思っていま

せんし、何か苦しいことがあれば恰好つけずに弱いところを見せ合い、お互い支え合

うことが大事だと思っています。もちろん、私自身、仲間が困っていることで自分に

できることがあれば、御恩返しをしたいと思っています。ぜひとも今後ともお互い支

え合い、仲間を増やし、この会がますます発展するよう、一緒に頑張っていきましょ

う。  

 

 

また、東京支部には「2020 年度 最優秀支部賞」が贈られています。東京支部

はずっと 2 位であと一歩届かない位置にいましたが、遂にこの栄冠を手にいたしま

した。こちらの賞は活動毎に付与される支部活動ポイントと優秀事例発表会予選で獲

得した評価ポイントを合算し、合計点数が最も高かった支部に贈られる賞です。毎月

の委員会活動や勉強会、会員増など、幅広い分野での活躍が評価されました。 

  

「最優秀支部賞」を受賞された東京支部より 

大塚支部長： この賞は、支部会員はもちろん、二人の副支部長が「獲るんだ！」

と頑張ってくれました。昨年からコロナ禍で、「会員のみんなの心が折れちゃいけな
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い」「とにかくいろんな話を聞かなきゃいけないよね」と、毎週定期的に Zoom で話

し合える場を設け、いろんな情報を交換したことが良かったと思っています。そこか

ら皆でいろいろな協力をしあうことができ、また新しい会員獲得につながっていきま

した。全国の皆さんとも交流できる機会を作り、お互い切磋琢磨しながら 2021 年

度も頑張りましょう。 

 

山口副支部長： これまで宮城の 3 連覇、そして福岡が最優秀支部賞を獲得して

きました。PICC の活動は勝ち負けではありませんが、他の支部と切磋琢磨していこ

うという気持ちで取り組んできた結果、東京支部の正会員が増えて、また U25 の会

員組織もでき、活動が広がったことは良かったと思っています。来年度も引き続き

「最優秀支部賞を狙うんだ」という緊張感の中、他支部のいいところ、我々のいいと

ころをどんどん共有しながら、また活動を広げていきたいと思っています。ぜひ他支

部の皆さんもよろしくお願いします。 

 

河合副支部長： 大塚支部長が言っていた通り、「今年こそ支部賞を獲りに行こ

う！」と全員一丸となりました。残念ながらオンライン開催になってしまったので、

「支部賞を獲ったら大塚支部長を胴上げしよう」と話していたことは果たせていませ

んが、何とか獲れてよかったです。皆さんありがとうございました。 

 

 

 2020 年度は、新型コロナウ

イルス感染症対策でリアルに集ま

って定例会を行ったり、各地での

委員会活動などが開催することが

できなかったり、計画していた通

りに活動できない状況が続きまし

た。そんな中、「例年のように活

動できていない中、共有すべき優

秀事例は集まらないのではない

か？」と危惧する声がありました

が、発表会にエントリーする事例

を募ったところ、昨年以上の件数

が集まり、審査の点数も過去最高の平均点となりました。コロナ禍という状況でも

「今できることはなにか」「今なすべきことはなにか」を考え、公益資本主義の実践

活動を見直し、新しい取り組みにチャレンジしてくださった、PICC 会員による大き

な成果だと思います。どんな状況下にあっても創意工夫をし、進化していく PICC の

活動にご期待ください。なお、今回のイベントのダイジェスト動画は、後日公開させ

ていただく予定です。 
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PICC会長 LIVE 

2020 年は新型コロナウイルスの影響を受

け、従来のやり方では PICC 活動が実施でき

ない状況が続きました。また、会員も経営者

としていろいろ不安を感じている中、PICC

会員を勇気付け、会や公益資本主義という考

えに対する求心力向上を図るため、Zoom を

使って会長の大久保がリアルタイムに講義や

質疑応答を行う新コンテンツ「PICC 会長

LIVE」を実施いたしました。 

当初は会員向けを想定していましたが、PICC の PR 活動の一環として、非会員に

もご参加いただける公開版も実施いたしました。 

 

会員向け 

2020/4/28 本部 「ピンチはチャンス！ 今こそ自社の在り方を見つめ直す好機」第 1 回 

2020/4/30 本部 「ピンチはチャンス！ 今こそ自社の在り方を見つめ直す好機」第 2 回 

2020/5/7 本部 「ピンチはチャンス！ 今こそ自社の在り方を見つめ直す好機」第 3 回 

2020/5/12 本部 「ピンチはチャンス！ 今こそ自社の在り方を見つめ直す好機」第 4 回 

2020/5/13 本部 「ピンチはチャンス！ 今こそ自社の在り方を見つめ直す好機」第 5 回 

 

U25 会員向け 

2020/5/1 本部 「次世代を担う若者へ伝えたいこと」第 1 回 

2020/5/8 本部 「次世代を担う若者へ伝えたいこと」第 2 回 

2020/5/15 本部 「次世代を担う若者へ伝えたいこと」第 3 回 

2020/5/29 本部 「次世代を担う若者へ伝えたいこと」第 4 回 

 

公開版 

2020/5/22 本部 「ピンチはチャンス！ 今こそ自社の在り方を見つめ直す好機」 

2020/8/27 本部 「社長力を高める８つの法則」 

2020/9/3 本部 「渋沢栄一の『論語と算盤』で未来を拓く」 

（シブサワ・アンド・カンパニー 渋澤健 代表） 

 

 

公益資本主義公開フォーラム 

 2020 年 6 月 27 日、福岡大学ベンチャー起業論、NPO 法人 ASIA、国連経済

社会理事会特別諮問非政府機関アライアンスフォーラム財団と共に「公益資本主義」

公開フォーラムを開催いたしました。 
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 新型コロナウイルス感染症対策の観点から、今回は完全オンラインイベントとし、

Zoom による Web 会議の他に YouTube 視聴を合わせると約 1,000 人が出席して

くださいました。 

 

阿比留理事の趣旨説明からス

タートし、PICC の最高顧問で

あり、「公益資本主義」の提唱

者である原丈人氏による講演で

は、原最高顧問が社会のために

活動することになったルーツや

公益資本主義の考え方、海外で

の成功事例について、改めて学

ぶことができました。今回は一

方的に講演を聞くだけでなく Zoom のブレイクアウトルームという機能で小グルー

プに分かれ、それぞれ感じたことや改めて学んだことを、参加者同士が話し合う時間

を設けたことで、より各自の中で深く、学びのエッセンスを落とし込むことができた

と思います。 

 

 その後は公益資本主義を実践する企業、公益資本主義に挑戦する学生から、それぞ

れの取り組みについて発表があり、それに対して原最高顧問から感想やアドバイスを

いただけるという貴重な機会になりました。PICC からは、宮城支部・早瀬渉さん(株

式会社ラポールヘア・グループ)、愛知支部・奥村雄介さん（興亜商事株式会社）が

プレゼンターとして登場し、公益資本主義の想いと考えをビジネスモデルとして昇華

させた取り組みについて紹介してくれました。 

 他にも PICC 会員ではありませんが、公益資本主義的考え方で事業をされている経

営者、公益資本主義に賛同し社会問題解決にチャレンジしている学生がイキイキと活

動されている話を聞き、「やはり公益資本主義こそこれから志向すべき経営の在り方

である」と、多くの参加者に実感いただく機会となりました。組織や立場を越え、

「公益資本主義」という大きな考えの下、大同団結するスタートの場を作ることがで

きました。 

  

 イベントは 5 時間超の長丁場でしたが、参加者の熱意、興味深い事例の数々に、

参加者を飽きさせることのない充実したフォーラムとなりました。 

 特に本イベントの企画から運営、プレゼンまで中心となって動いていただいた福岡

支部 U25 会員を中心とする学生には、心から感謝しております。高い情熱と実行力

で後継者未定、異文化共生、不登校など、大きな社会問題に果敢に取り組む若者の姿

に、原最高顧問も大いに感動し、最大限の称賛を送られていました。PICC としても

次世代に公益資本主義の襷の担い手が控えていることに安堵すると同時に、「若者に

負けないよう、共に頑張ろう！」と大きな刺激を受けています。 
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PICC会長塾 2020 

 2020 年 5 月から 12 月まで、全

7 回の PICC 会長塾を実施いたしま

した。新型コロナウイルスの感染拡

大が会員企業にもさまざまな影響を

与える中でしたが、こんな時こそ

PICC の各支部を引っ張る責任者には

強く、正しい経営をしてほしいとい

う想いから、大久保会長と寺田会長補佐が自ら講師となり、経営計画やオペレーショ

ン、強みづくり等をテーマに学びました。 

参加した会員には、自社の経営を見直し、より強い会社づくりをするための機会と

して活用いただくと同時に、学んだことを支部会員にフィードバックする使命も担っ

ていただいています。 

 

PICC 会長塾 2020 のカリキュラム 

2020/5/19 （第１回）経営計画の根幹１（講義の目的、事業構造の把握、KPI・KGI 等） 

2020/6/16 （第２回）経営計画の根幹２（月次予算管理、キャッシュフロー経営 等） 

2020/7/21 （第３回）経営オペレーションの根幹１（顧客管理の重要性、優良顧客の見つけ方 等） 

2020/9/15 （第４回）経営オペレーションの根幹２（会社・組織の強みづくり、強みづくりのブランド 

化・見える化 等） 

2020/10/20 （第５回）勝てる仕組みづくり１（業務効率の改善と働き方改革、サブスクリプションモデ 

ルの本質 等） 

2020/11/17 （第６回）勝てる仕組みづくり２（9 セルメソッドによるビジネスモデル構築 等） 

2020/12/15 （第７回）学びと実践の 5 年ロードマップ発表会 

 

 

新「在り方」勉強会 

PICC 会員の第一の役割は、自ら経営する会社で「王道経営」を実践し、利益を出

し、雇用を生み出し、税金を納めてもらうことです。これができるようになって初め

て「三方よし」、社員とその家族・顧客・取引先・株主・地域社会に幸せを分配する

ことが可能になるからです。 

 

2018 年度から、まず経営者としての「在り方」について十分理解し、会員自ら

が語れるようになることを目指して新「在り方」勉強会をスタートさせました。

PICC の会員企業が社業を発展させる上でも、新たに公益資本主義を学び・実践し・

拡げていく仲間を増やす上でも、重要な取り組みとしてとらえています。以前のよう

に会長である大久保が自ら講師となって教えるのではなく、大久保から「在り方」を

教わったことのある会員が、各地で講師となり、他の会員の教えるという形式を取っ
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ています。将来的には全会員が講師として立てるようになり、PICC の魅力を PR す

る一翼を担うことを目指します。 

 

新「在り方」勉強会のカリキュラム 

・（第 1 回）公益資本主義・大久保秀夫のルーツを知る 

・（第 2 回）人生で成功するたった一つの方法『決断』 

・（第 3 回）これからの企業経営のあり方 CRM 編 

・（第 4 回）これからの企業経営のあり方 BOP 編 

・（第 5 回）成功者に共通する 8 つの法則 Part1 

・（第 6 回）成功者に共通する 8 つの法則 Part2 

・（第 7 回）大久保秀夫流 18 の法則 

・（第 8 回）成功する経営者になる為に必要な 25 の思考と行動 

 

 

 

メディアへのコラム提供 

会の名前として冠する「公益資本主義」という言葉は、残念ながらまだまだ一般的

には認知されていません。PR 活動の一環として理事にご協力いただき、公益資本主

義の考え方を取り入れたコラムを執筆してもらい、メディア向け提供しております。 

 

田中勇一 副会長 

2020/1/27 日経産業新聞「Smart Times」オフィスまるも 諸江秀次 

2020/3/6 日経産業新聞「Smart Times」NPO 法人 SET 三井俊介 

2020/4/17 日経産業新聞「Smart Times」CANnet 杉山絢子 

2020/5/25 日経産業新聞「Smart Times」トライキッツ 河合広介 

2020/7/6 日経産業新聞「Smart Times」カウテレビジョン 高橋康徳 

2020/8/14 日経産業新聞「Smart Times」福岡大学 阿比留正弘 

2020/9/28 日経産業新聞「Smart Times」せいふうケア 太田大 

2020/11/6 日経産業新聞「Smart Times」クジラ 矢野浩一 

2021/12/25 日経産業新聞「Smart Times」AMB ヒトラボ 山口桃子 

 

前川洋一郎 理事 

2020/1/14 日経産業新聞  「長寿企業の研究」 みや竹 

2020/3/3 日経産業新聞  「長寿企業の研究」 老祥記 

2020/4/14 日経産業新聞  「長寿企業の研究」 竹苞書楼 

2020/5/26 日経産業新聞  「長寿企業の研究」 湊水産 

2020/7/7 日経産業新聞  「長寿企業の研究」 YRK& 

2020/8/25 日経産業新聞  「長寿企業の研究」 五勝手屋本舗 

2020/10/13 日経産業新聞  「長寿企業の研究」 佐藤養助商店 
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2020/12/1 日経産業新聞  「長寿企業の研究」 小林大伸堂 

2020/4 月～12 月 『商工振興』「老舗学へ招待！ 長寿企業に学ぶ良い会社の秘訣」第 1～9 回 
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マイコミュニティフォーラム 

2016 年 12 月から始めた「マイコミュニティフォーラム」も PICC 全国支部の取り組

みとして定着しました。代表世話人として NEWS ZERO のメインキャスターを務めてい

た村尾 信尚 氏に、また PICC 役員からも田中副会長、舘理事ご協力いただきながら、日

本各地で若者に気付きを与えるためのフォーラムを開催しています。 

マイコミュニティフォーラムの目的は、若者の地域に対する意識のスイッチを“オフ”

から“オン”にすること。自分たちの力で「国や未来は変えることができるんだ」という

ことに気付いてもらうため、まずは自分が住んでいる地域でどんな取り組みが行われてい

るか、目を向けてもらい、私の社会のために何かできること、参加してみたいと思えるこ

とを見つけてもらうためのヒントを提供したい、そんな思いで企画・運営しております。 

各地域の PICC 会員が中心となり、近隣の学校、学生、経営者、NPO、企業、議員等と

協力しながら、様々なテーマ・プログラムを提供してまいりました。 

 

はじめに村尾信尚氏から『私の社会をつくるための２つの券』をテーマに、「私たちは社

会を変える２つの券、投票券と日本銀行券を持っている」ということを平易に解説。その

後は参加する若者のニーズに合わせパネルディスカッションや講演等が行われるのが、基

本のフォーマットになっています。一方的に聞くだけではなく、聴衆も一緒に参加できる

ワークショップ型の取り組みが採用されたり、学生が自らの活動を発表するプレゼンテー

ション大会が行われたり、回を重ねるごとに各地域で趣向を凝らしたフォーラムへと進化

を遂げてきました。 

講演を通じて、参加者が自分と地域・社会との関係性について気付きを得ることができ

ると同時に、自分自身は地域や社会に対してどのようなことができるのかについて考え、

初めて出会った人に発言したり、一緒になって議論したりできる新しいコミュニケーショ

ンの場として、来場者から高い満足度評価をいただくことができています。 

2020 年は新型コロナウイルス感染拡大を鑑み、規模の縮小や中止とせざるをえません

でしたが、2020 年 12 月までに全国 6 都市で 22 回開催し、2,924 名の方に参加いた

だくことができました。 
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【2020 年の開催実績】 

① 第 22 回マイコミュニティフォーラム in 愛知 

2020 年 11 月 ８ 日（日）13：00～17：30 

場所：オンライン配信／愛知学院大学名城公園キャンパス 

テーマ：東海学生 AWARD 2020 ～Be the change 東海の革命児よ、集え～ 

参加者：235 名（オンライン含む） 
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Ｕ２５会員について 

U25 会員は、25 歳未満の若者が PICC の活動に参加できるよう、設けられた会員

制度です。各地で年 1 回開催するマイコミュニティフォーラムだけではその場限りの

気付きで終わってしまうため、PICC の活動に参加してもらいながら継続フォローで

きるよう 2018 年から新設しました。 

PICC が U25 育成に取り組む理由は、これから地球の未来を担う若者に「公益資本

主義」を伝え、継承してもらうためです。 

PICC 会員企業は、公益資本主義を学び、それを自社で実践し、社会に広げていくこ

とを使命としています。その対象は、一番はまだ公益資本主義を知らない、実践でき

ていない経営者ですが、本当の意味で公益資本主義を広げるには、企業を選ぶ側、自

身が働く企業を選定する学生、商品・サービスを選ぶ顧客にもこの考え方を知っても

らい、公益資本主義的視点で企業を選別してもらう層を厚くしていくことが、将来的

にみても重要であると考えています。 

若者に PICC 活動に参加してもらうことで、これから社会に出ていく前に知ってお

くべき、気付いておくべき考え方や視座を提供し、社会で自信をもって活躍できる人

材を輩出することを目指しています。また、若者にマイコミュニティフォーラムの企

画・運営や集客にも関わってもらうことも期待しています。 

 

 

PICC が為すべき若者育成のステップ 

「公益資本主義の学び」「実践のお手伝い」「次世代への啓蒙」 
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８． ２０２１年度のテーマ 

 2020 年度は掲げた計画通りに取り組めなかったことが多いため、2021 年度も

以下の通り同じテーマに取り組んでいく計画です。 

 

2021年 PICC テーマ 

「王道経営」を会員各社が実践する。 

実体験した成長や気付きを共有し、一人でも多くの人に 

伝えることで、PICC の仲間や賛同者を増やし、 

地域に幸せの輪を広げる。 

 

2021年 重点課題・重点成長分野 

このため、以下 3 点を 2021 年の重点課題とし、取り組んでまいります。 

 

① 「公益資本主義」実践に向けた学び 

② 「公益資本主義」実践目標を明確にし、確実に実行する 

③ 成功事例を集め、効果的な伝え方を練り上げる 

 

  KEY WORD： 「本業強化」「PICC の見える化」 
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